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新型インフルエンザ対策 緊 急 情 報 
　新型インフルエンザは、新たに人から人に伝染する能力を有することとなったウイルスを病原体とするインフルエンザで
あって、一般に国民が免疫を獲得していないことから、全国的かつ急速なまん延により国民の生命および健康に重大な
影響を与えるおそれがあると認められるものをいいます。 
　今般、メキシコや米国等で確認された新しい豚インフルエンザ（Ｈ1Ｎ1）を感染症法第6条第7号に規定する新型インフ
ルエンザ等感染症に位置づけ、感染の拡大を防止する様々な対応が国際的な連携のもとに始められています。 
　豚インフルエンザウイルスは、定期的に豚にインフルエンザの大流行を引き起こしています。通常、ヒトには感染しません
が、米国等では散発的にヒトへの感染が報告されています。 
　これまで何種類もの豚インフルエンザウイルスが出現したと考えられていますが、現時点では、Ｈ1Ｎ1、Ｈ1Ｎ2、Ｈ3Ｎ2、Ｈ3
Ｎ1の4種類の亜型が豚から分離されています。ただし、米国で最近では、豚から分離されたウイルスの亜型のほとんどは
Ｈ1Ｎ1です。 
　通常のヒトインフルエンザ（Ｈ1Ｎ1）はＡソ連型と呼ばれ、豚インフルエンザ（Ｈ1Ｎ1）とは異なります。 
　新型インフルエンザの症状は、突然の高熱、咳、咽頭痛、倦怠感に加えて、鼻汁・鼻閉、頭痛等であり季節性インフルエ
ンザと類似しているといわれています。ただし、季節性インフルエンザに比べて、下痢や嘔吐が多い可能性が指摘されて
います。症状等から新型インフルエンザに感染していると医師が疑う場合は、ＰＣＲ（遺伝子検査）等を行うことにより、確
定診断をすることが可能です。 
　発熱や咳などの症状があり、受診すべき医療機関がわからない場合は、栃木県県南健康福祉センターに設置されて
いる発熱電話相談センターに相談してください。 
　現時点では、ウイルスの感染力やウイルスがもたらす病原性等について未解明な部分がありますが、今回の新型インフ
ルエンザについては、季節性インフルエンザと同様に感染力が強いものの、多くの患者が軽症のまま回復しているとされ
ています。一方で、糖尿病や喘息等の基礎疾患がある方等を中心に重症化する例が報告されています。また、今後ウイ
ルスが変異する可能性もありますので、油断は禁物です。 

　新型インフルエンザの感染経路は通常のインフルエンザと同様で、咳やくしゃみとともに放出されたウイルスを吸い込む
ことによっておこる飛沫感染と、ウイルスが付着したものをふれた後に目、鼻、口などに触れることで、粘膜・結膜などを通じ
て感染する接触感染が考えられています。 

インフルエンザの感染経路は、おもに次の2つがあります 

　現在のところ、新型インフルエンザを予防するためのワクチンは存在しません。このため、ウイルス感染を予防するために
は、手洗い・うがいをしっかりすることが大切です。 
　手洗いは、外出後だけではなく、可能な限り、頻回に行いましょう。石けんを使って最低15秒以上行い、洗った後は清
潔なタオル等で水を十分に拭き取りましょう。 
　また、ウイルスが粘膜を通して感染するため、極力鼻や口などを触らないようにしましょう。 
　一方で、予防用にマスクを着用するのは、混み合った場所、特に屋内や乗り物など換気が不十分な場所では一つの
感染予防策と考えられますが、屋外などでは、相当混み合っていない限りあえて着用する必要はありません。 

インフルエンザにかからないためには、次のことに注意しましょう 

　咳、くしゃみの際の「咳エチケット」も感染防止の上では大切です。咳やくしゃみ等の症状のある人には必ずマスクをつけ
てもらいましょう。マスクは、咳やくしゃみによる飛沫及びそれらに含まれるウイルス等病原体の飛散を防ぐ効果が高いとされ
ています。咳やくしゃみ等の症状のある人は積極的にマスクをつけましょう。 

インフルエンザを人にうつさないために、次のことに注意しましょう 


